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第 1 回 2011年 3 月 嚥下調整食の試食・紹介
第 2 回 2011年 9 月 水分のとろみ形態ととろみ剤の紹介・試食
第 3 回 2012年 1 月 刻み食の紹介・試食
第 4 回 2012年 7 月 嚥下訓練食と嚥下造影検査食の紹介・試食
第 5 回 2012年10月 各病院が参考にしている嚥下調整食の基準の紹介
第 6 回 2013年 3 月 嚥下調整食の統一基準作成に向けた検討・試食
第 7 回 2013年 5 月 『食事形態早見表』の作成の検討
第 8 回 2013年 8 月 『食事形態早見表』の展開方法の検討



















































第11回 2014年 3 月 嚥下調整食分類2013　研修会
※世話人病院以外の施設が初参加
35人（18）
第12回 2014年 7 月 病院の嚥下調整食の試食会 50人（19）
第13回 2015年 3 月 『食事形態早見表2015』説明会 37人（21）
第14回 2015年 6 月 病院の嚥下調整食の試食会（レシピ付き） 43人（19）
第15回 2015年11月 栄養士でもわかる嚥下評価 36人（22）
第16回 2016年 3 月 『食事形態早見表2016』作成方法と意見交換会 23人（18）
第17回 2016年 7 月 各施設のトロミの食べ比べ 32人（22）















































開催月 テーマ 参加人数（施設） 職種





第20回 2018年 3 月 嚥下困難者用食品の試食会 49人（19）
栄養士 31人
他職種 18人


















図 4　訪問栄養食事指導の認識アンケート結果（2019年 3 月調査）
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「管理栄養士が不足している」、「所属している
病院・施設の業務が多忙で在宅に割く時間がな
い」との声があり、管理栄養士以外の職種から
は、「管理栄養士と連携方法がわからない」、「管
理栄養士が関わるメリットがイメージしにく
い」、「管理栄養士の窓口がわかりにくい」との
意見が出た。他の職種から管理栄養士は食事・
栄養管理の面で期待する声はあるが、窓口が不
明であり連携が取れないのが現状であった。豊
田市の在宅医療において管理栄養士が活躍する
には、管理栄養士の窓口を明確化し、多職種へ
管理栄養士の役割を伝えることが必須だと考え
られた。
　第 3 期の成果は、管理栄養士の連携を大切に
しながら、病院や高齢者施設だけではなく在宅
医療に携わる多職種に対し、摂食嚥下の知識向
上につながる研修会を開催できたことである。
食事形態早見表は毎年更新して2019年版には、
23施設（病院13、介護老人保健施設 7 、介護老
人福祉施設 3 ）の情報が掲載されており、広く
使用される連携ツールとなった。課題は病院や
高齢者施設の嚥下調整食を地域住民につなげる
システム構築である。
4 ．まとめと今後の展望
　「とよた嚥下食の◯（輪）」は、地域内で同レ
ベルの嚥下調整食の提供を目的に活動を開始し
た。世話人病院以外の施設に向けて研修会を
行った2014～2019年で、62施設、延べ588人の参
加があった。現在では管理栄養士の連携に留ま
らず、摂食嚥下や嚥下調整食に携わる多職種の
情報交換の場となっている。
　いわゆる団塊の世代が75歳以上の後期高齢者
となる2025年を目途に本格化する地域包括ケア
システムにおいても、地域住民の食と栄養を担
う存在として、管理栄養士の役割は重要だと考
えられる。「とよた嚥下食の〇（輪）」は今後の
活動として、管理栄養士が在宅医療において必
要とされ、活躍するシステム構築をすすめてい
きたい。具体的な方策としては、地域ケア会議
へ管理栄養士が積極的に参加することや、多職
種合同の症例検討会を定期的に開催して管理栄
養士の役割を周知すること、さらに地域で開業
している医師の協力を得て、訪問栄養食事指導
のモデルを作り実績を重ねることなどが挙げら
れる。医師会、行政、栄養士会と連携して、豊
田市独自あり方を検討していき、2023年度には
管理栄養士の窓口を明確にできるよう活動を続
けていきたい。
